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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、アポトーシス阻害タンパク質（IAP）ファミリーのメンバーをコードし、バキュロウイルスIAPリピート（BIR）の単一コピーとRING型ジンクフィンガードメインを含む。BIRドメインは阻害活性に必須であり、カスパーゼと相互作用する。一方、RINGフィンガードメインは抗アポトーシス活性を増強することがあるが、単独ではアポトーシスを阻害しない。コードされているタンパク質のレベルの上昇は、癌の進行と関連し、化学療法感受性に影響を与える可能性がある。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる[RefSeq提供、2013年7月]。機能：TNF阻害薬、またはアドリアマイシン、エトポシド、スタウロスポリンなどの化学物質によって誘導されるアポトーシスから保護する。アポトーシスの抑制はMAPK8/JNK1の活性化によって媒介され、MAPK9/JNK2の活性化も介在する可能性がある。この活性化はTAB1およびNR2C2/TAK1に依存する。 In vitro では、カスパーゼ 3 およびプロカスパーゼ 9 のタンパク質分解による活性化を阻害します。アイソフォーム 1 はスタウロスポリン誘導性アポトーシスを阻害し、アイソフォーム 2 はエトポシド誘導性アポトーシスを阻害します。,類似性：IAP ファミリーに属します。,類似性：1 つの BIR リピートを含みます。,類似性：1 つの RING 型ジンクフィンガーを含みます。,細胞内局在：核内、および細胞質全体に糸状パターンで存在します。,サブユニット：カスパーゼ 9 に結合します。BIR ドメインを介して SMAC と相互作用することで、カスパーゼ 9 への結合およびアポトーシス抑制活性が阻害されます。TAB1 と相互作用します。In vitro では、BIR ドメインを介してカスパーゼ 3 およびカスパーゼ 7 と相互作用します。,組織特異性：ほとんどの成人組織では、非常に低レベルであるか、検出されません。成人の心臓、胎盤、肺、リンパ節、脾臓、卵巣、およびいくつかの癌細胞株（アイソフォーム1およびアイソフォーム2）で検出されます。アイソフォーム2（アイソフォーム1は検出されません）は胎児の腎臓、心臓、脾臓で検出され、成人の脳、骨格筋、末梢血白血球にも低レベルで検出されます。
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	ML-IAP 抗体を使用した COLO 細胞溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	ML-IAPポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

